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爽やかな黄緑色のスプレーカーネーション「カーネ愛知８号」を開発 
農業総合試験場 

１ はじめに 

カーネーションは、キク、バラと並ぶ三大切り花の一つで、愛知県は出荷本数4,910万

本で全国２位となっています（2014年産、農林水産統計）。 

愛知県でのカーネーション栽培は６月下旬に定植し、秋から翌春に収穫する作型が主体

となっています。一般的に収穫初期は、草丈が短く十分な切り花長が確保できないため秀

品が得られにくい傾向にあります。そこで、花色や花形が優れることに加えて、収穫初期

から十分な切り花長が確保できる品種として、新品種「カーネ愛知８号」を開発しました

ので紹介します。 

 

２ 開発の経緯 

 2008年度に交配を行い、2009年に正常に生育した実生株4,000系統を定植しました。そ

の後、花色、花形、収穫初期の切り花長、収量性等に優れた個体の選抜を繰り返しました。

2011年からは愛知県花き温室園芸組合連合会カーネーション部会の協力を得て、現地での

試作や市場性の評価を行い、2013年に育成を完了しました。この系統を新品種として実用

性が高いと判断し、「カーネ愛知８号」として 2014 年 11 月に品種登録出願を行い、2015

年５月に出願公表(第29743号)されました。 

 

３ 「カーネ愛知８号」の特徴 

・爽やかな黄緑色のスプレーカーネー

ションです。 

・茎の伸長性が良く、収穫初期から十

分な切り花長が確保できます。 

・花径がやや大きく、花蕾数もやや多

くなります。 

・本県の一般的な栽培では開花開始時

期は12月上旬で、翌年６月まで出荷が

可能です。 

・１株から収穫できる本数は年間約５

本と平均的で、秀品率は80％とやや高

いです。 

 

４ 流通について 

 「カーネ愛知８号」は、今年度から『ドリーミィーフレッシュ』の名称で本格的に出荷

が始まりました。スプレーカーネーションで最も需要の多い花色はピンク色ですが、花束

やアレンジメントなどの用途で黄緑色の品種は一定の需要があり、今後の利用が期待され

ます。 

 

 

情報サロン 

「カーネ愛知８号」 



 
地域トピックス 

花苗(花壇苗、ラン、多肉類等)

コンテスト受賞花 

(知事賞) 

H＆Lプランテーション花壇

寄せ植え体験教室

角田ナーセリー花壇 

｢全国都市緑化あいちフェア｣における尾張産花きＰＲの取り組み 

尾張農林水産事務所 

｢全国都市緑化あいちフェア｣が平成 27 年９月 12日（土）から 11月８日（日）まで、愛・

地球博記念公園(長久手市)にて開催され、会期中の来場者（メイン会場）が、73万７千人

（主催者調べ）に達し、大成功の内に閉幕しました。この機会を活用して、管内の花き関

係者が尾張産花きのＰＲを繰り広げましたので、その取り組みについて紹介します。 

 

○花き種苗業者出展「魅せたい花壇」（全期間） 

一宮市などの花き種苗

業者から４社が出展され

ました。 

中でも、（有）角田ナー

セリーは多種多様な花苗

を組み合わせたメリハリ

のある花壇、（有）Ｈ＆Ｌ

プランテーションはセダ

ムを中心としたロックガ

ーデン風花壇など、各社

の得意分野を生かして魅力あるデザインが提案されていました。 

 

○あいち花の交流ひろば「あいちフラワーコンテスト」（10月 16 日（金）～18日（日）） 

 稲沢市及び長久手市の生産者から計９点の出品があり、ばら・洋花の部で金賞２点、ス

プレーギクの部で銅賞１点の入賞を果たしました。 

 

○体験催事コーナー（10月 31 日（土）～11月８日（日）） 

尾張花き連合会が出展し、サボテンや花苗、地域の野菜・

果物の加工品の販売と、購入した花苗を使った｢寄せ植え体験

教室｣が実施されました。 

参加した生産者は、｢天気の良い日にはたくさんの来客があ

り、みなさんかなり買っていかれました。｣と手応えを感じて

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○他関係催事への協力 

他にも、会場各所の花き装飾を始め、小中学校が出展したプランター作りや花壇デザイ

ンコンクールの支援、「思い出のマーニー×種田陽平展」での劇中菜園の実物野菜苗による

再現など、様々な場面において、管内の花き生産者たちがイベントに協力し、関係者と協

働・連携しながら花きのＰＲに努めました。 



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

キャベツの競合産地調査を実施

京浜市場愛知県野菜連絡会キャベツ研究会（野菜連絡会会員卸売会社32社のうち12社で

構成）は、キャベツの競合産地の状況把握のため、品質検討会と銚子地区（千葉県）、三

浦・横須賀地区（神奈川県）の現地調査を行いましたので、その概要をお知らせします。

○キャベツの入荷状況

東京都中央卸売市場におけ

る平成26年10月から平成27年

６月までの入荷実績は左図の

通りで、本県産は11月から入

荷が増加しており、競合産地

は千葉、茨城、神奈川となっ

ています。

本県産キャベツの平成27年

の入荷状況は、８月下旬から

の降雨で定植作業が遅れたこ

となどが原因で、前年同月比

で10月は26.8％、11月は83.8

％と少なく推移しましたが、

10月の好天で生育は進んでお

り、12月以降は潤沢な入荷が

見込まれます。

○品質調査会を実施

11月30日（月）に、東京都中央卸売市場淀橋市場にある東京新宿ベジフル株式会社（新

宿区北新宿４）において、品質検討会が開催

されました。これは、本県産の入荷量が増加

するときにあわせて本県産と競合産地の状況

を確認するために行っています。

品質審査は、冬系：６産地 10銘柄、春系※1

：４産地 ５銘柄を用意し、重量や玉揃い、※2

切り口など９項目の審査が行われました。本

県産の冬系については、全体的にバランスが

良く評価は高かったですが、一部に芯の高い

ものや外葉の多いものがあり、適期収穫と出

キャベツの主産地別入荷実績（H26.10～H27.6）
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荷規格の再確認が指摘されました。本県産の春系については、全体的に品質は良好でした

が、一部に黒腐病や外葉の淡いものが見られました。

※１ 愛知（JAあいち知多、ひまわり、愛知みなみ、豊橋）、茨城、中国。

※２ 愛知（JA愛知みなみ、豊橋）、千葉、神奈川。

○競合産地現地調査を実施

12月８日（火）に、銚子地区（千葉県）と

三浦・横須賀地区（神奈川県）の現地調査を

行いました。これは生育状況を過去と比較す

るために毎年同じ時期に開催し、今後の本県

産の販売対策の参考にするものです。

銚子地区のキャベツは、生育が３週間くら

い進んでおり、今収穫しているのは１月出荷

予定のものだったとのことで、右写真のよう

に外葉が大きく、素直に育っている印象が持

たれました。

三浦・横須賀地区は、銚子地区と同様に外

葉がしっかりとしており、ほ場一面緑に覆われ、例年よりも大玉傾向で、生育は前進して

いるとのことでした。

これらのことから、千葉と神奈川ともに、生育が前進しており、大玉傾向で今後潤沢な

出荷が見込まれると思われます。

銚子地区（千葉県）のキャベツ



 

食 育 推 進 課 

 

あいち食育いきいきミーティングを開催しました 

～食育の講演・事例報告・意見交換会～ 

 

平成17年に「食育基本法」が施行されて今年で10年。 

食をめぐる環境は年々変化していますが、“食育”は、長く続けていくことが大切な取組

です。 

愛知県では、「あいち食育いきいきプラン2015」に沿った先進的な取組を御紹介する『あ

いち食育いきいきミーティング』を今年も開催しました。 

 

今年は、みんなが疑問に思っていながらこれまでわからないことが多かった「食べ物の

好き嫌い」について科学的に研究されている 大阪大学 人間科学研究科 八十島安伸
や そ し ま や す の ぶ

准

教授に御講演いただきました。 

 

また、農林水産省が実施する「食と農林漁業の優良活動表彰」(平成26年度)において、

消費・安全局長賞を受賞された 合資会社 野田味噌商店 野田
の だ

清
き よ

衛
え

氏に味噌造りや五平餅

作りを通じた食文化の伝承について長年の御経験を基に事例報告していただきました。 

 

さらに、内閣府が実施する「食育推進ボランティア表彰」(平成27年度)において、内閣

府特命担当大臣表彰を受賞された 愛知教育大学名誉教授 西村
に し む ら

敬子
た か こ

氏により、食事バラ

ンスガイドを子供たちに分かりやすく教えるための、５色に色付けしたキャラクター「食

まるファイブ」誕生の秘密を御報告いただきました。 

報告の中では、食育ボランティア「食まる応援団刈谷」の方々が「食まるファイブ」の

カラフルな衣装を身にまとい、「食まるファイブ」を活用した食育について楽しく実演する

場面もありました。 

 

同じく内閣府特命担当大臣表彰を受賞された名古屋学芸大学 Canteen（カンティーン）

を代表して 笠原
か さ は ら

千鶴
ち づ る

さんに将来管理栄養士として働くための実践訓練として、学内だけ

でなく、地域で行っている活動について事例報告していただきました。 

 

最後に、八十島准教授と事例報告をしていただいた３名の方々が壇上に登り、会場の皆

さんと意見交換を行いました。 

参加者から、八十島先生の講演や事例報告に対する質問、ふだん食育活動で感じている

こと等多くの意見が出され、皆さんで情報の共有や交流ができました。 

 

今年は、「あいち食育いきいきプラン 2015」の計画期間の最終年度であり、あいちの食

育にとって節目の年です。 

講演や事例報告で得た知識を、地元での身近な食育活動に少しでも活かしていただき、

食育のバトンがつながっていけば幸いです。 

 

西日本情報 



 
（株）フラワーオークションジャパン 
切花部 伊藤 博憲 

 

葬儀花の需要動向について 

   
 
１ はじめに 

 日本の葬儀業は高齢化を背景に葬式の件数は増加していますが、葬儀の小規模化

で家族葬、直葬が増えて１件当たり葬儀にかける費用の平均単価が下がっており市

場規模は横ばい傾向で推移しています。 

 

２ 葬儀花の需要トレンド 

○葬儀の変化 

自宅葬から葬儀会館での葬儀へ。数年前までは葬儀のホールを貸し切っての葬

儀が一般的でしたが、現在は、ホールを区切って小規模な葬儀が増えています。

また、医療の発展で死亡年齢が高くなり、中には定年を迎えて 10 年以上たち社

会的につながりがうすれた時期での小規模な葬儀が増えています。 

 

〇生花祭壇 

祭壇の種類は白木祭壇と花祭壇があります。近年、生花で祭壇を作る花祭壇の

広がりをみせており、生花祭壇は花の種類も故人が好きだった花や、季節の花が

選べたり、有名人の葬儀での生花祭壇が増えたりしたことで、メディアを通して

色々な花の生花祭壇を目にするようになりました。 

 

○花の使用の多様化 

葬儀の花といえば日持ちがする輪菊が主流でした。しかし、ここ 10 年の間で

バラ、トルコギキョウ、ユリ、カーネーション、冬場は、ストック、金魚草など

洋花が多く使用されるようになりました。色合いに関しても白色が中心からピン

ク、ブルーなど様々な色が使用されるようになりました。 

洋花化が進んだ一つの理由として花が安定供給されるようになったことが一

つあげられます。カーネーションやバラは商品も安定に入荷するようになり年間

通して高品質な商品が手に入るようになりました。国産だけでなく、輸入も価格

面でも 30 年前に比べると購入しやすい価格となり使用しやくなったことで花の

使用の幅が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

フラワーページ 



３ 品目別の産地動向 

〇コロンビアのカーネーション 

輸入品カーネーションの原産地別金額の７割のシェアを有しています（１位コ

ロンビア、２位中国、３位エクアドル、４位ベトナム）。 

主な生産地域であるボゴタは、北緯４～５度の赤道直下、標高 2600ｍ前後で

日射量が豊富であり、昼と夜の温度差もあることからカーネーションの栽培に適

した気候条件となっています。遠方からの輸入となり、鮮度の保持のため、航空

便が中心です。 

輸入品の状況をみると、為替の影響、生産地でのコストの上昇で数年前に比べ

ると入荷がしづらい状況ではあるものの、生産量が豊富で品質が安定している輸

入カーネーションは、需要の状況により今後、伸びる可能性もあります。 

 

〇菊 

現在も菊類は、市場流通している切花シェアの 40％を確保しています。日本

の国花である花であり、品格のある日本人の心を映し出すような花です。また、

色々な品目の中で１番数量が確保しやすく、安定品質で、日持ちも良いため、お

客様に選ばれる花でもあります。輪菊白の国内産トップ産地の取り組みは以下の

とおりです。 

・ＪＡ愛知みなみ（愛知県） 

名実ともに日本の柱の産地がＪＡ愛知みなみです。 

平成 27 年 11 月 27 日、28 日に、重点市場 11 社と各市場が葬儀社１件と同行

して開催された「ＪＡ愛知みなみ顧客販売会議」では、分科会において、年末の

状況、今年度、来年度の取り組み、葬儀の現状、そして今後の未来について話し

合い、農協、生産者、買参人、市場と活発な意見交換が行われました。日本の輪

菊のトップ産地として顧客目線を忘れない勝ち組の産地となるための努力を

日々続けています。 

・ＪＡ島原雲仙（長崎県） 

需要期に数量供給できるように計画的な出荷（計画生産出荷）をしたり、市場

が必要な時期に必要な数量を供給できるよう生産体制を強化したりしています。

また、ディスバット（一輪仕立ての洋菊）や新たな魅力を発掘するとともに、柱

はしっかりして新規を伸ばしています。 

・ＪＡ小山（栃木県） 

年間通して安定出荷（安定品質、安定数量）を目指しています。現場主義の徹

底や東京に近いメリットを活かして市場にて積極的に情報収集をすることで顧

客の最新のニーズをつかみ、生産に活かしています。 

 

４ さいごに 

葬儀でスタイルの変化に伴い使用される花も様々な花が使用されるようになり

ました。しかしながら現在も輪菊白は根強い人気があります。国内の生産体制の維

持をお願いしたいです。また、葬儀で花を使用してくれるような既存需要と新規需

要を増やし様々な方面で花を使用してくれるように、業界全体の協力が益々必要で

あります。 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：こまつな）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ２,５７０ ６４１ ４０５ ３８０ 愛知 （２５％)
(２５％) 岐阜 （２５％）

茨城 （２４％）
２８年見通し ２,３００ ５００ ４００ ３５０

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知県内の主な産地は尾張地区となる｡ 尾張地区は露地栽培が主力であるため､今期のよ
ＪＡ海部東（大治町、あま市（旧甚目寺 うな異常気象においては､生育が大きく左右され
町））、ＪＡ西春日井（旧清洲町）、Ｊ る｡本来であれば施設栽培により補うところだが
Ａあいち西一部から。各地域高齢化のた 、生産者の高齢化や後継者がいないことから非常
め減少気味。また､11月､12月の高温多雨 に難しいのが現状となっている。
により前進出荷となったため､１月分が1
2月に出荷された模様。そのため１月下
旬には出荷の谷間となる可能性がある｡
他県産では200ｇＦＧフィルム入りだ

が､愛知県産では200ｇ束のため価格がや
や安くなっている。 ※平成27年11月､12月は実績が出ていないため、

入荷量は前年をかなり下回り、価格は 平成26年11月､12月実績を参考として計算した数値を平成27

前年並の見込み。 年実績として標記しております。

○ 東京都中央卸売市場（品目：セルリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ８０４ １２６ ２８４ ２６５ 静岡 (４４％)
(１６％) 福岡 (２２％)

愛知 (１６％)
２８年見通し ８３０ － ２７０ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

静岡が入荷の４割以上を占め、福岡、 適期収穫や温度管理による品質保持が徹底して
愛知がそれに続く。静岡はハウスの作付 行われており､愛知産の形状や品質に問題はない｡
面積は前年並で生育良好。愛知県産は２ 日量格差の少ない安定した出荷と事前の出荷予測
月にピークを迎える。愛知県産の作付面 情報の発信が望まれる。
積はやや減だが、現在ハウス物が出荷さ
れており、生育良好なため前年並の出荷
量が見込まれる。
入荷量は前年をやや上回り、価格は前

年をやや下回る見込み。



名古屋・東京市場における青果物の１月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２９，１５５ 235 218 204 愛知 28%
２４年 ３０，３３５ 329 221 215 北海道 24%
２５年 ３０，９９６ 277 221 220 茨城 7%
２６年 ３０，５６１ 279 220 220 鹿児島 5%
２７年 ３０，６２６ 291 226 214 熊本 5%

５ヵ年平均 ３０，３３５ － － －

２８年見通し ３０，５００ － － －

２３年 １，８５５ 53 57 70 静岡 27%
２４年 １，９９８ 95 79 84 千葉 24%
２５年 １，７１６ 112 99 93 徳島 20%
２６年 １，８３３ 85 75 80 愛知 16%
２７年 １，６５３ 89 75 88 神奈川 7%

５ヵ年平均 １，８１１ 86 77 83

２８年見通し １，７００ 80 80 80

２３年 ２，０６６ 114 109 120 愛知 91%
２４年 １，９３２ 129 122 112 鹿児島 5%
２５年 ２，０９４ 127 121 115 熊本 2%
２６年 ２，０５９ 151 131 119 長崎 1%
２７年 ２，１０３ 103 77 67 千葉 1%

５ヵ年平均 ２，０５１ 125 112 106

２８年見通し ２，１００ 110 100 90

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１４
１１７
１１７
１２８
７７

　産地は愛知が中心となる。他、鹿児島か
ら。
　暖冬により生育は順調。Ｌサイズ中心だっ
たが、今後は２Ｌサイズ中心になる。また千
葉、茨城、鹿児島、熊本と全国的にも出荷量
は多い。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に上
回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は静岡、徳島、鹿児島、愛知の残量が
中心となる。
　生育は順調であり、安定した出荷となる。
１月10日、11日の連休明けに量が増加する見
込み。また、年末にも荷物が出てくると思わ
れる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は前
年並の見込み。

１１０

　産地は愛知、北海道が中心となる。
　暖冬の影響により前進出荷傾向で、今後
は気温により数量が左右される模様。
　また、生育は順調である。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２２９

２２７
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

６２
８３
９９
７９
８１

８１  前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２１
２３２
２２６
２２９
２３８

名古屋市中央卸売市場



１２月２５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １１６，４６７ 238 220 231 千葉 18%
２４年 １１６，８３１ 287 228 243 茨城 15%
２５年 １１８，０４０ 296 248 236 北海道 12%
２６年 １２２，２３９ 273 231 232 愛知 9%
２７年 １２１，７７５ 300 238 242

５ヵ年平均 １１９，０７０ － － －

２８年見通し １２２，０００ － － －

２３年 １２，７９１ 54 53 67 神奈川 48%
２４年 １２，２７４ 88 85 95 千葉 42%
２５年 １２，８０９ 116 102 100 徳島 4%
２６年 １３，５０６ 90 72 73 鹿児島 2%
２７年 １３，２３９ 87 73 91

５ヵ年平均 １２，９２４ 87 78 83

２８年見通し １３，２００ 75 75 80

２３年 ６，６１７ 142 138 139 千葉 86%
２４年 ６，７４４ 112 105 104 埼玉 6%
２５年 ６，３０７ 137 136 139 茨城 4%
２６年 ６，５５７ 159 143 133
２７年 ７，１４４ 90 77 75

５ヵ年平均 ６，６７４ 127 119 117

２８年見通し ７，０００ 90 85 85

に
　
ん
　
じ
　
ん

１３８
１０６
１３７
１４３
８０

１２０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉を中心に関東産地からの入荷とな
る。千葉は11月の気温高の影響で生育が前
進傾向で生育良好。埼玉は先月までは天候
不順の影響で出荷が少なかったが、作型が
切り替わり前年並出荷が期待できる。

 前年及び本年の

７７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は基調安のため
前年をかなり下回る見込み。

　神奈川、千葉からの入荷が中心となる。
神奈川、千葉は適度な降雨と気温高の影響
で生育は前進傾向。神奈川は肥大良好。千
葉は一部病害が発生、多かった前年を下回
る出荷の見込み。

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年をかなり上回る見込み。

　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

８７  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２４６

２５０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

５９
９０

１０５
７８
８５

８３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２８
２４８
２５６
２４２
２５７

　千葉、茨城など関東産地からの入荷が中
心で、土物類は北海道からの入荷となる。
暖冬の影響でにんじん、ほうれんそう、ト
マト、ピーマンなど生育前進傾向の品目
は、出荷減の見込み。

東京都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２，７１８ 63 59 61 茨城 52%
２４年 ２，６６０ 73 65 77 愛知 29%
２５年 ２，６９１ 88 75 70 兵庫 12%
２６年 ２，３５０ 82 68 67 宮崎 4%
２７年 ２，４９６ 59 50 60 岐阜 2%

５ヵ年平均 ２，５８３ 73 63 67

２８年見通し ２，４００ 55 60 65

２３年 ２，５１８ 82 104 110 愛知 85%
２４年 ２，９８１ 145 131 117 茨城 9%
２５年 ３，３３６ 108 104 114 鹿児島 2%
２６年 ２，９１０ 152 132 131 三重 1%
２７年 ２，９９０ 113 109 103 熊本 1%

５ヵ年平均 ２，９４７ 121 116 115

２８年見通し ３，０００ 90 90 90

２３年 ３１０ 380 525 505 愛知 72%
２４年 ３３３ 714 542 515 茨城 10%
２５年 ３２６ 573 573 558 群馬 8%
２６年 ３１４ 603 570 599 徳島 3%
２７年 ３００ 727 597 589 静岡 2%

５ヵ年平均 ３１６ 600 561 553

２８年見通し ３００ 650 600 550

５５８
５７１
６０６

５５４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６０

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知が中心となる。他、関東、四
国地方から。
　前進出荷となっているため、１月も上
旬、中旬は出荷が少ないと予想される。
　入荷量、価格ともに、前年並となる見込
み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４８５
５５３

は
　
く
　
さ
　
い

６１
７０
７５
７０
５５

６６

１０１
１２８
１０９
１３６
１０７

１１６

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知が中心となる。他、茨城や九
州地方から。
　生育は順調。また、半数以上が春物にな
る模様。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知が中心となる。他、茨城から。
　愛知の作付面積が減っている。そのため足
りない分は茨城から入荷。暖冬のため、生
育、入荷は、各産地とも順調となる模様。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
かなり上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １２，３９７ 50 47 49 茨城 87%
２４年 １３，２５０ 48 52 64 群馬 7%
２５年 １３，７７２ 77 76 66 兵庫 3%
２６年 １４，５２８ 69 63 56 埼玉 2%
２７年 １２，７９７ 42 35 43

５ヵ年平均 １３，３４９ 58 55 56

２８年見通し １３，７００ 40 40 46

２３年 １２，６２３ 85 106 113 愛知 62%
２４年 １３，３９１ 136 130 123 千葉 17%
２５年 １３，１６１ 128 114 120 神奈川 11%
２６年 １２，６７４ 149 134 135 茨城 6%
２７年 １３，０２６ 124 117 112

５ヵ年平均 １２，９７５ 125 120 121

２８年見通し １３，５００ 80 90 100

２３年 １，５１４ 451 480 510 群馬 29%
２４年 １，３０２ 710 493 589 茨城 24%
２５年 １，５２２ 620 577 546 埼玉 19%
２６年 １，５１８ 581 533 508 千葉 17%
２７年 １，６１０ 762 555 533

５ヵ年平均 １，４９３ 624 529 536

２８年見通し １，５７０ 500 600 700

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。主要産地は生育良好だが11月の
気温高から生育が前進し出荷が前倒し傾
向。露地の残量が少ない見込み。

５９７

５５４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５７４
５３５

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並の見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４８５
５８０

は
　
く
　
さ
　
い

４８
５６
７２
６２
４０

５６

品
目
名

４２

　茨城からの入荷が中心で、群馬、兵庫、
埼玉からの入荷が増えてくる。茨城は11月
までの好天の影響で生育が前進し大玉傾
向。群馬も同様に生育良好で大玉傾向。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

１０４
１２９
１２０
１３８
１２１

１２２

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、千葉、神奈川からの入荷が中心と
なる。愛知県産は気温高で生育前進傾向。
千葉、神奈川も同様で、気温高から病害の
発生が懸念される。主要産地の生育は概ね
良好。

 入荷量・価格の動き

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をかなり上回り、価格は安
かった前年をやや上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，０１２ 439 370 377 静岡 27%
２４年 １，０４４ 424 334 356 愛知 17%
２５年 ９８６ 456 348 324 大分 15%
２６年 ９９５ 434 355 333 群馬 10%
２７年 ９９８ 448 332 318 鳥取 9%

５ヵ年平均 １，００７ 440 348 342

２８年見通し １，０００ 410 350 320

２３年 １，１６３ 184 233 298 兵庫 44%
２４年 １，３９５ 390 290 309 愛知 20%
２５年 １，３０９ 454 409 432 熊本 13%
２６年 １，５８６ 324 266 283 長崎 9%
２７年 １，７７０ 385 281 276 静岡 9%

５ヵ年平均 １，４４４ 353 295 316

２８年見通し １，５００ 350 350 350

２３年 １，２２６ 338 321 345 愛知 52%
２４年 １，２１２ 357 396 552 宮崎 19%
２５年 １，１９０ 515 482 384 高知 15%
２６年 １，３６４ 345 334 355 鹿児島 14%
２７年 １，２０８ 416 364 403

５ヵ年平均 １，２４０ 392 378 406

２８年見通し １，２５０ 360 350 400

３８７
３５８

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３３４
４２３
４４８
３３７
３８８

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知が中心となる。
　１月上旬は荷物が多いが、中旬、下旬は
減っていく見込み。
　平年より少なくなる可能性もあるため不
安定である。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

３８４

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は淡路、静岡が中心となる。
　暖冬のため前進出荷。また、秀品率が低
く、15％から20％くらいである。しかし１
月からは秀品率も回復か。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２４３
３２３
４３７
２８８
３１２

３２０

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、白ねぎが鳥取、静岡、大分、長
ねぎが愛知が中心となる。
　鳥取は面積が微増。また、静岡、大分も
含め生育が順調のため、１月に入ってから
は増加傾向の見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に上回る見込み。

３６１
３６２
３５２

３６４

品
目
名

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ５，０９７ 305 247 241 千葉 33%
２４年 ５，１１１ 277 205 235 埼玉 24%
２５年 ４，９８４ 330 288 247 群馬 15%
２６年 ５，４７５ 314 240 213 茨城 15%
２７年 ５，３４１ 285 209 223

５ヵ年平均 ５，２０２ 302 237 231

２８年見通し ５，３００ 270 220 220

２３年 ６，３２７ 186 225 284 静岡 29%
２４年 ７，１０８ 365 287 301 兵庫 14%
２５年 ５，６６８ 478 411 417 香川 12%
２６年 ６，７５７ 329 270 284 長崎 12%
２７年 ７，２１２ 413 285 290 愛知 5%

５ヵ年平均 ６，６１４ 353 292 312

２８年見通し ６，９００ 290 320 350

２３年 ５，１８１ 353 346 349 宮崎 42%
２４年 ４，９１２ 382 420 559 高知 20%
２５年 ４，８３４ 554 428 397 千葉 19%
２６年 ５，０９０ 365 380 367 茨城 6%
２７年 ４，９６１ 457 412 426

５ヵ年平均 ４，９９６ 421 396 419

２８年見通し ４，８５０ 430 450 450  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、埼玉など関東産地からの入荷が中
心となる。千葉は生育は概ね良好。埼玉、
群馬は９月の天候不順の影響で生育遅延が
みられたが年明けからは順調出荷の見込
み。茨城は気温高で肥大良好。

　静岡、兵庫、香川、長崎からの入荷が中
心となる。主要産地は11月の気温高の影響
で生育前進傾向。大玉で品質は低下してい
る。前進出荷のため出荷量は前年より少な
くなる見込み。

　宮崎、高知、千葉からの入荷が中心とな
る。宮崎は天候不順や成り疲れで出荷の少
ない時期があったが、年明けには回復する
見込み。高知も生育回復傾向にある。千葉
は生育は概ね良好。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をわずかに上回る見込み。

４１５

き
　
ゅ

　
う
　
り

３４９
４５０
４８１
３７０
４３２

２５７
２３２

 前年及び本年の

４４３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量、価格ともに、前年並の見込み。

２９４
３２８

３１８  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

ね
　
　
 
　
ぎ

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

２８３
２５０
２３７

２５１

レ
　
　
タ
　
　
ス

２３４
３１４
４３４

 前年及び本年の

２３７  入荷量・価格の動き

品
目
名

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ４５０ 322 376 364 熊本 56%
２４年 ３９８ 411 422 474 愛知 39%
２５年 ３７７ 419 414 434 高知 4%
２６年 ４４９ 368 354 342 福岡 1%
２７年 ４１９ 417 409 416

５ヵ年平均 ４１８ 385 393 403

２８年見通し ４２０ 400 400 400

２３年 ８９１ 340 324 272 熊本 47%
２４年 ８３３ 400 368 390 愛知 30%
２５年 ９９０ 365 340 327 三重 13%
２６年 ９２７ 325 314 331 岐阜 7%
２７年 ９８５ 330 339 371 高知 1%

５ヵ年平均 ９２５ 351 337 338

２８年見通し ９５０ 300 300 350

２３年 ３１３ 480 537 582 熊本 58%
２４年 ３０８ 593 677 797 愛知 29%
２５年 ３８２ 538 545 582 和歌山 9%
２６年 ３７９ 584 607 640 宮崎 3%
２７年 ３６４ 654 710 767 三重 1%

５ヵ年平均 ３４９ 571 615 671

２８年見通し ３３０ 600 650 700

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、愛知が中心となる。
　暖秋、暖冬により前進出荷となる。今後
の気温により量が左右される見込み。成り
疲れ傾向で１月は少なめの見込み。
　入荷量、価格ともに、前年をかなり下回
る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５３６
６８７
５６３
６１８
７１５

６２４

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、愛知が中心となる。他、三
重、岐阜から。
　11月下旬から12月の好天により前進傾向。
12月に出荷のピークとなる。着果が多いこと
により負担がかかり樹勢が弱い。１月中旬、
下旬で減少か。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
かなり下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３０８
３８２
３４０
３２２
３４７

３３９

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、千両なすが愛知、長なすが熊本が
中心となる。
　冬場のため量は多くない模様。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずかに
下回る見込み。

な
　
　
　
　
す

３５８
４３４
４２０
３５１
４１１

３９３

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２，０８０ 354 381 374 高知 62%
２４年 １，８７４ 523 446 501 福岡 18%
２５年 １，８２２ 391 428 461 熊本 8%
２６年 ２，３５６ 394 387 373 佐賀 5%
２７年 ２，０４１ 486 431 469

５ヵ年平均 ２，０３５ 428 413 432

２８年見通し ２，０００ 480 450 470

２３年 ４，９７０ 381 372 354 熊本 44%
２４年 ４，６２８ 462 420 428 愛知 15%
２５年 ５，２２２ 384 367 360 栃木 14%
２６年 ５，２２３ 365 348 354 千葉 5%
２７年 ５，２７２ 366 375 407

５ヵ年平均 ５，０６３ 390 375 380

２８年見通し ５，１００ 370 400 430

２３年 １，２７９ 446 481 545 熊本 42%
２４年 １，１８３ 602 656 814 愛知 20%
２５年 １，４１５ 553 538 585 宮崎 15%
２６年 １，６５１ 560 546 583 千葉 8%
２７年 １，４５９ 632 708 752

５ヵ年平均 １，３９７ 560 585 651

２８年見通し １，５００ 600 650 700

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

 前年及び本年の

６５０

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

４９２
６８７
５５９
５６３
６９５

５９８

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３５４
４３７
３７０
３５６
３８４

３７９

　熊本、愛知、栃木からの入荷が中心とな
る。各産地11月の気温高の影響で前進出荷
傾向。熊本、愛知は成り疲れと気温低下で
出荷は落ち着いてきた。栃木は冬春物が早
めに出荷される見込み。

 前年及び本年の

４６７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並の見込み。

　高知、福岡など西南暖地からの入荷が中
心となる。高知、福岡は12月の曇雨天の影
響で花数が少なくなった。中旬以降回復の
見込み。佐賀は生育は概ね良好だが、一部
病害が散見される。

な
　
　
　
　
す

３７４
４８８
４３４
３８９
４６３

４２７

　熊本、愛知、宮崎、千葉からの入荷が中
心となる。各産地11月の気温高の影響で前
進出荷傾向。熊本は小玉傾向で順調出荷の
見込み。愛知は生育は概ね良好だが一部成
り疲れで着果が少ないところがある。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ４４１ 321 493 619 鹿児島 45%
２４年 ３９６ 527 576 761 宮崎 45%
２５年 ３３９ 724 759 794 高知 10%
２６年 ４０１ 541 599 674 0 0%
２７年 ４６８ 684 639 685

５ヵ年平均 ４０９ 554 607 701

２８年見通し ４１０ 600 650 700

２３年 ２，６８６ 141 139 135 北海道 55%
２４年 ２，９６７ 105 110 108 長崎 27%
２５年 ２，７８８ 94 98 95 鹿児島 18%
２６年 ２，８０４ 108 105 106 0 0%
２７年 ３，０２９ 99 101 105

５ヵ年平均 ２，８５５ 109 110 110

２８年見通し ２，９００ 100 105 110

２３年 ４，３５０ 107 132 114 北海道 98%
２４年 ４，７７２ 92 88 90 静岡 2%
２５年 ５，４７７ 79 82 84
２６年 ５，００８ 102 139 124
２７年 ４，７９２ 89 95 81

５ヵ年平均 ４，８８０ 93 106 98

２８年見通し ５，２００ 67 67 67

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

６７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地はほとんど北海道となる。他、静岡
から少量。
　近年に見ないほどの在庫量がある。
　輸入品については、例年より価格が高い
ため入荷量は少ない。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１１９
８７
７８

１１４
８５

９６

 前年及び本年の

１０５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道は男爵とメークイン、長崎は秋の残
り物と抑制タイプ、鹿児島は出水の抑制タイ
プが出てくる。
　九州地方は干ばつの影響で小さめのＬサイ
ズ、Ｍサイズが中心となる。北海道は潤沢な
入荷となる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
わずかに上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１３７
１０８
９６

１０５
１０２

１０９

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は鹿児島、宮崎、高知が中心となる。
　前進型により11月下旬から12月上旬は入荷
量は減少。年内は多くない模様。
　１月上旬は多いが、品薄傾向のため例年よ
りは少ない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前年
並の見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

４９０
６０２
７７４
６０４
６５８

６２０

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，３０６ 345 549 638 宮崎 52%
２４年 １，２１８ 549 607 751 高知 19%
２５年 １，１４９ 744 783 777 鹿児島 18%
２６年 １，３４０ 531 668 685 茨城 10%
２７年 １，４０５ 703 626 684

５ヵ年平均 １，２８４ 572 644 704

２８年見通し １，３７０ 700 670 700

２３年 ７，８１４ 146 145 144 北海道 61%
２４年 ８，５５９ 112 110 114 長崎 29%
２５年 ８，１３７ 104 102 99 鹿児島 10%
２６年 ８，３８１ 113 110 108  
２７年 ８，７４１ 103 103 104

５ヵ年平均 ８，３２６ 115 114 113

２８年見通し ９，０００ 100 96 96

２３年 ７，５３０ 136 144 145 北海道 90%
２４年 ８，９２５ 96 93 96 静岡 4%
２５年 ８，６７６ 80 83 88 中国 4%
２６年 ７，０４９ 134 137 145
２７年 ９，３６０ 92 98 111

５ヵ年平均 ８，３０８ 105 109 115

２８年見通し ９，７００ 75 75 75

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は、多かった前年をやや上回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
はばれいしょと同様に計画出荷中。生育良
好だったことからＬ大中心と大玉傾向の仕
上がりで前年以上の出荷を見込む。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１４３
９５
８４

１３７
１００

１１０

 前年及び本年の

９７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は多かった前年をわずかに上回
り、価格は前年をやや下回る見込み。

　北海道、長崎、鹿児島からの入荷がほと
んどを占める。北海道は貯蔵物が主力とな
り計画出荷となる。長崎は10月が少雨だっ
たため小玉傾向で出荷ピークとなる。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１４５
１１２
１０１
１１０
１０３

１１４

 前年及び本年の

６９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや上回る見込み。

　宮崎、高知、鹿児島、茨城からの入荷が
中心となる。宮崎、高知は着花が少なかっ
たことから出荷減の見込み。鹿児島、茨城
は生育良好で着果もよかったことから、成
り疲れが懸念される。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

５２７
６３５
７７３
６３３
６６９

６４５

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ８，９７０ 379 340 345 青森 18%
２４年 ８，８４７ 390 329 352 静岡 17%
２５年 ８，３９２ 405 315 313 愛知 17%
２６年 ７，８１０ 410 338 315 フィリピン 16%
２７年 ８，１９２ 418 345 356 熊本 6%

５ヵ年平均 ８，４４２ － － －

２８年見通し ７，７００ － － －

２３年 ２，３３３ 280 305 320 静岡 58%
２４年 ２，７７７ 239 222 217 愛知 30%
２５年 ２，５５５ 226 193 199 和歌山 9%
２６年 ２，５５７ 227 206 207 三重 1%
２７年 ２，４９３ 265 229 203 長崎 1%

５ヵ年平均 ２，５４３ － － －

２８年見通し ２，３００ 240 240 240

２３年 ７９４ 1,343 1,187 1,173 愛知 50%
２４年 ７３２ 1,430 1,217 1,369 熊本 27%
２５年 ８６９ 1,427 1,062 1,069 鹿児島 7%
２６年 ６５４ 1,579 1,257 1,323 三重 5%
２７年 ７０５ 1,468 1,253 1,367 佐賀 5%

５ヵ年平均 ７５１ － － －

２８年見通し ７１０ 1,320 1,200 1,350

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３５２
３３４
３５３
３３０
３７０

３４８  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  産地は青森、静岡、愛知。みかん、りん
ご、いちごなどが入荷。天候良好であるた
め、前進化傾向となっており、数は少なめ。
　みかんは大玉傾向であるが、いちごは小粒
傾向であり、品種によって大きさは異なる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前年
並の見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

３０４
２２４
２０５
２１２
２３０

２３４  前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、静岡、愛知。他、和歌山から。
　前倒し傾向で数は若干少なめ。生育は良
いため、サイズはＬ、２Ｌ等の大きめが中
心になる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，２２５
１，３３８
１，１７５
１，３８６
１，３５８

１，２８８  前年及び本年の

１，３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、愛知、熊本。他、鹿児島、三
重、佐賀から。
　１２月の天候次第ではあるが、例年より
日照量は多いため、順調な生育が期待され
る。粒は小粒傾向の予想。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３６，１５３ 436 370 386 静岡 19%
２４年 ３８，７９０ 416 334 337 青森 15%
２５年 ３４，６９９ 454 350 338 愛媛 15%
２６年 ３６，８１４ 436 344 342 和歌山 8%
２７年 ３７，８２６ 457 385 389

５ヵ年平均 ３６，８５６ － － －

２８年見通し ３８，０００ － － －

２３年 １２，８３７ 285 306 328 静岡 42%
２４年 １７，０７０ 241 233 229 長崎 15%
２５年 １３，６８６ 244 216 212 愛媛 13%
２６年 １６，４３２ 224 201 211 和歌山 13%
２７年 １６，１６３ 257 247 244

５ヵ年平均 １５，２３８ 249 238 242

２８年見通し １５，５００ 265 260 260

２３年 ４，０１７ 1,206 1,130 1,141 栃木 39%
２４年 ３，３０５ 1,341 1,166 1,335 福岡 21%
２５年 ４，１６３ 1,345 1,125 1,111 茨城 11%
２６年 ３，５０２ 1,508 1,258 1,262 佐賀 10%
２７年 ３，８２４ 1,481 1,279 1,388 愛知 2%

５ヵ年平均 ３，７６２ 1,373 1,189 1,241

２８年見通し ３，８００ 1,480 1,300 1,300

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３９４
３５５
３６９
３６５
４０５

３７０  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  みかん中心にりんご、いちごなどが入荷す
る。また、いよかん、ぽんかん等の柑橘類の
入荷も増える。柑橘類は11月の降雨・気温高
により作柄不良が懸念される。りんご類は青
森中心で食味は良好、数量は前年より増加す
る。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上回
る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

３１０
２３４
２２１
２１１
２４９

２４３  前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡中心に長崎、愛媛、和歌山等から入荷
する。各産地とも気温高と降雨により果皮の
体質は弱い。静岡は小玉傾向でＬサイズ、Ｍ
サイズが中心となり数量は前年より少ない。
長崎も数量減が見込まれるが1月は平年並の出
荷がある見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
やや上回る見込み。

い
　
ち
　
ご

１，１５７
１，２８２
１，１９２
１，３４３
１，３８５

１，２６８  前年及び本年の

１，３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木中心に、福岡、茨城、佐賀等から入荷
する。各産地とも生育は前進しており小玉傾
向であるが、冷え込みも厳しくなく、今後と
も潤沢な入荷が見込まれる。栃木は日照不足
により軟弱徒長気味で灰色かび病の発生多
く、出荷量は前年をやや下回る見込み。
　入荷量、価格ともに、前年並の見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



切　花　・　鉢　花　の　１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１２月２８日現在）

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

２３年 １，７０６ ５６
実 ２４年 １，８５７ ４７

２５年 １，５８７ ５９
績 ２６年 １，７９０ ４７

２７年 １，５８２ ５９

１，７０４ ５３

１，６５０ ５３

概
　
要

２３年 ７４９ ３７
実 ２４年 ９８７ ２５

２５年 ９４９ ３２
績 ２６年 ９７３ ２１

２７年 ８００ ２８

８９２ ２８

９５０ ３０

概
　
要

２３年 ９６３ ３５
実 ２４年 ９５３ ３７

２５年 ９１４ ３８
績 ２６年 ９６０ ３５

２７年 ８２０ ４６

９２２ ３８

８５０ ４０

概
　
要

２３年 １５４ ８３
実 ２４年 １３２ ８５

２５年 １４８ ８０
績 ２６年 １４３ ７５

２７年 １７４ ７９

１５０ ８０

１７０ ７５

概
　
要

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重、沖縄等から入荷。暖冬の影響で昨年から進んだ出荷となっているため、温
度の低下によっては出荷の谷間ができる可能性がある。出荷量にもよるが、暖かい日が続
くと動きが低調で、やや重い展開も。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

２８年見通し

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

５ヶ年平均

　沖縄中心に入荷。例年年明けの出荷は落ち着いたものとなるが、暖かい日が続き、動き
も重い。

５ヶ年平均

２８年見通し

　愛知を中心に和歌山、長野から入荷。今年は10､11､12月と平均気温が高かったため、生
育が順調で12月商戦はまとまった数が出て、安定供給となった。今後の気温によるが、１
月は若干数が減少することが見込まれる。

２８年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷。入荷量は昨年並みぐらい。前半は少なく、後半はより増
加。価格は業務中心の販売で厳しい販売となろう。

単位：千本、円／本



２３年 ２７８ １８８
実 ２４年 ２７１ １９６

２５年 ２７４ １６３
績 ２６年 ２６６ ２０４

２７年 ２４９ １９４

２６８ １８９

２４０ ２００

概
　
要

２３年 ４５２ ７１
実 ２４年 ４８６ ７３

２５年 ４２４ ７５
績 ２６年 ４７０ ８５

２７年 ４５９ ８２

４５８ ７７

４６０ ８０

概
　
要

２３年 ６６５ ７５
実 ２４年 ６３６ ７６

２５年 ６７７ ７４
績 ２６年 ６５４ ７８

２７年 ５４８ ８３

６３６ ７７

６００ ８０

概
　
要

２３年 １，５０１ ４２
実 ２４年 １，４１１ ４２

２５年 １，４１４ ４１
績 ２６年 １，４３３ ４５

２７年 １，２５７ ４７

１，４０３ ４３

１，３５０ ４５

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２８年見通し

　高知、愛知、埼玉、九州から入荷。ＯＨは例年１月出荷は多くないが、更に少ない出荷
で特にピンク系が少ない。後半からは増加するだろう。鉄砲、ＬＡも同様な動き。価格は
例年より強い相場となると思われる。

５ヶ年平均

２８年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山中心に入荷。入荷量は前年並で、成人式等の需要もあり、堅
調な動きとなる見込み。

２８年見通し

　促成物の桜中心にコデマリ、ボケと成人式を彩る物が入荷する。稽古物の花材は需要も
悪く、物日以降は単価は落ちつき、低調と思われる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２８年見通し

　高知、徳島、愛知、静岡、輸入物が入荷。暖冬傾向で一般的にラン類は前進傾向で、品
目によっては１月は減少気味になる事が予想される。

ば
　
　
　
　
ら

単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１２月１５日現在）

２３年 ３１，３７７ ２１３

実 ２４年 ３２，５８６ ２０１

２５年 ２４，２６７ １９２

績 ２６年 ２４，４３９ ２１８

２７年 ２０，８６３ １９１

２６，７０６ ２０４

２０，０００ １９５

概
　
要

２３年 ４４６，６５９ １１５

実 ２４年 ４２９，１０３ １１３

２５年 ５６８，２９７ ９９

績 ２６年 ５４７，８２５ ９６

２７年 ４９２，１８７ ９２

４９６，８１４ １０２

４９０，０００ ９２

概
　
要

２３年 ７９，１４８ １８５

実 ２４年 ７８，０７４ １８９

２５年 ６４，４５４ １９４

績 ２６年 ７０，０２６ １８０

２７年 ５６，８０９ １９７

６９，７０２ １８９

５６，０００ １９６

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年より減少か。品種物は作付、生育共に良好、バラザキ、一重は若干の減少
の見込み。ポリアンは少し遅れているが入荷は昨年並か。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（45.0％）、２位三重県
（12.4％）、３位埼玉県（11.5％）となっている。

５ヶ年平均

２８年見通し

チ
　
ュ

　
ー

　
リ
　
ッ

　
プ

　入荷量は昨年よりやや減少か。愛知県産は大きく変わりがないが、埼玉県産が減少の見
込み。特に６号以上の大きいサイズは少なく、４号・５号鉢が中心になると思われる。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（46.0％）、２位埼玉県
（21.7％）、３位長野県（8.7％）となっている。

プ
　
　
リ
　
　
ム
　
　
ラ

品
目

エ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
カ

　入荷量は昨年並か。年明け開花の白花品種を中心にポット物が中心になる。
単価は年始がらみで10月前後まで高値で推移し、月末にむけて厳しさを増す見込み。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位山梨県（31.3％）、２位新潟県
（24.3％）、３位長野県（21.1％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：鉢、円／鉢



２３年 ５７，２６４ ２６７

実 ２４年 ４４，８４３ ２９５

２５年 ４９，５８０ ３０１

績 ２６年 ５６，６６２ ２８８

２７年 ５５，３８３ ２９１

５２，７４６ ２８８

５５，０００ ２９１

概
　
要

２３年 ３９，４４５ １７９

実 ２４年 ４５，６４１ １９３

２５年 ４８，３０６ １８７

績 ２６年 ４６，５４５ ２０１

２７年 ４７，８０４ １９７

４５，５４８ １９２

４７，５００ １９８

概
　
要

２３年 ２３，８３０ ７１１

実 ２４年 ２０，２１８ ７７５

２５年 ３５，４７９ ５１３

績 ２６年 ２２，４２２ ７８２

２７年 １９，４９７ ７８７

２４，２８９ ６８９

１９，０００ ７８９

概
　
要

２８年見通し

　入荷量は昨年並か。ただし、中旬より増加になる見込み。単価的に売り手、買い手の思
いが合えば、取引が活発になるかと思われる。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜県（26.2％）、２位愛知県
（25.5％）、３位静岡県（16.1％）となっている。

２８年見通し

　入荷量は昨年並か。５～６号中心ではあるが、４号もある見込み。
（５号：単価220円から350円、６号：単価350円から600円、４号：単価220円から150円の予
想）
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉県（25.1％）、２位愛知県
（16.1％）、３位富山県（8.5％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２８年見通し

　入荷量は昨年より減少か。12月下旬に狙っていた物が若干遅れているのと、成人式に向けて
作付けが多そうなので増える見込み。昨年同様ツボミ多めでの出荷をお願いしたい。
　昨年１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（58.8％）、２位岡山県
（12.9％）、３位静岡県（8.9％）となっている。

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

マ
　
ー

　
ガ
　
レ
　
ッ

　
ト

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 59,892 98.2 9,164,689 101.5 153 103.5 665,917 102 82,178,590 118 123 116

トマト 830 91.1 357,764 81.5 431 89.5 5,743 105 2,265,850 106 395 101

たまねぎ 23,453 88.7 1,408,341 104.9 60 118.2 265,948 97 14,394,752 107 54 110

にんにく 1,652 93.6 410,467 129.7 249 138.6 17,311 124 3,910,253 167 226 135

ねぎ 5,504 109.2 694,724 124.6 126 114.1 48,119 115 6,126,225 139 127 121

ブロッコリー 1,158 49.5 350,573 1239.6 303 2504.6 16,798 65 4,498,141 84 268 130

結球キャベツ 7,386 227.8 266,164 263.3 36 115.6 27,440 92 1,187,661 99 43 108

にんじん・かぶ 4,738 66.9 362,781 134.5 77 201.0 60,689 106 3,636,246 127 60 121

ごぼう 4,555 95.7 223,387 95.9 49 100.2 34,776 100 1,988,226 75 57 74

えんどう 18 59.1 13,639 97.7 744 165.3 640 117 279,204 149 436 127

アスパラガス 1,584 120.4 932,735 106.3 589 88.3 7,164 85 5,270,334 107 736 127

まつたけ 267 92.6 1,586,781 81.6 5,949 88.1 808 128 4,616,211 155 5,710 121

しいたけ 204 84.6 78,559 88.0 385 104.0 1,734 100 678,001 102 391 102

かぼちゃ 2,461 123.8 202,896 132.6 82 107.1 89,666 110 8,267,704 126 92 114

果実（生鮮・乾燥） 133,000 101.2 26,071,977 114.1 196 112.8 1,438,634 109 283,341,624 129 197 118

バナナ 87,387 103.1 9,807,764 125.2 112 121.5 812,954 113 87,139,355 133 107 118

パイナップル 12,543 99.0 1,160,719 121.8 93 123.0 127,657 100 10,986,238 117 86 117

レモン 1,942 50.9 370,603 57.6 191 113.4 42,352 110 9,528,076 136 225 123

オレンジ 6,463 139.7 834,974 150.5 129 107.8 79,169 108 11,990,938 115 151 106

グレープフルーツ 294 67.7 33,828 91.0 115 134.4 86,352 91 10,316,422 105 119 115

メロン 1,236 72.0 159,434 75.5 129 104.9 21,497 88 2,482,885 93 115 106

ぶどう 3,584 247.7 1,341,626 263.1 374 106.2 44,395 193 14,752,269 239 332 124

キウイ 4,121 109.0 1,323,193 118.0 321 108.3 74,517 129 25,885,362 129 347 100

いちご 609 83.9 716,567 91.8 1,176 109.5 2,709 123 3,118,013 142 1,151 116

切花（生鮮・乾燥） 3,101 98.5 2,978,900 113.4 960 115.1 33,874 106 32,058,592 116 946 109

鳥獣肉類 184,837 89.3 93,292,487 83.2 505 93.2 1,614,059 111 861,627,629 118 534 106

牛肉（くず肉含む） 41,696 85.3 27,381,679 83.6 657 98.0 413,505 105 284,158,081 131 687 124

豚肉（くず肉含む） 75,882 75.9 40,225,930 73.2 530 96.4 657,241 105 354,283,968 103 539 98

鶏肉 57,220 120.4 16,265,565 109.9 284 91.3 448,825 129 135,556,278 136 302 105

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 157,231 109.1 111,001,803 102.5 706 93.9 1,386,332 115 954,518,793 118 689 103

まぐろ類 18,778 87.3 13,397,396 818.7 713 937.9 170,775 111 162,571,310 116 952 105

さば・さんま・あじ・いわし 3,649 97.2 813,856 94.1 223 96.9 59,204 118 13,357,499 114 226 97

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 6,975 91.9 2,481,099 109.5 356 119.1 26,545 223 12,494,738 206 471 93

うんしゅうみかん 1,186 65.6 169,941 64.8 143 98.7 1,490 514 360,685 187 242 36

りんご 5,184 116.9 1,831,425 129.0 353 110.3 20,598 238 7,773,367 237 377 100

なし 75 59.1 38,063 57.7 507 97.7 1,261 159 655,284 156 519 98

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 684,437 157.1 - - - - 3,782,441 151 - -

緑茶 421 118.3 1,037,543 131.9 2,463 111.4 3,265 136 8,120,572 148 2,487 109

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」 ※速報値によるデータのため、累計値に誤差がある場合があります。

１ ０ 月 ま で の 累 計

（２０１５年）

品 名
１ ０ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

 
項 目 

 

年 月 

全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

25年平均 100.0 96.4 101.6 99.3 102.4 25年平均 102.8 112.8 98.7 94.7 107.7

26年平均 102.8 99.3 105.8 106.8 112.3 26年平均 102.2 98.8 97.8 93.3 118.4

27年 7月 103.7 107.4 108.2 112.1 115.1 27年 7月 106.8 83.1 102.9 117.2 129.8

 8月 103.9 110.0 114.8 112.1 118.6  8月 105.3 83.6 101.6 110.8 129.0

 9月 103.9 119.9 108.2 112.8 118.3  9月 108.4 89.2 119.3 86.5 128.7

 10月 103.9 117.1 100.9 112.9 117.3  10月 104.8 93.3 108.4 75.2 128.1

愛

知

県

 

25年平均 100.3 100.3 105.6 99.9 105.6   

26年平均 103.1 100.8 112.1 108.9 110.8 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

27年 7月 103.6 112.6 111.4 114.3 113.1  

 8月 103.9 115.8 119.4 114.8 119.4

 9月 103.8 124.3 109.9 114.9 116.8

 10月 103.7 120.4 104.4 117.0 115.3

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

※豚肉は 26年 12 月までロースの価格を示す。 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ

ツ 

は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

５kg １kg 100g 1kg 

25年平均 2,112 147 178 629 457 297 160 388 231 569 695 162 567 

26年平均 2,109 170 190 661 481 321 162 376 276 581 695 162 545 

27年 7月 1,864 172 239 857 410 493 200 393 328 578 655 173 792 

 8月 1,855 181 259 811 559 438 205 439 344 565 614 185 - 

 9月 1,859 221 293 751 773 359 209 419 276 715 763 196 - 

 10月 1,879 267 223 715 841 309 196 401 257 590 830 182 - 

 

品目 

単位 

 

年 月 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

オ
レ
ン
ジ 

い

ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
バ
ラ
※
）

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
）

ま

ぐ

ろ 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

25年平均 581 285 355 179 214 792 530 159 171 310 231 794 428 

26年平均 584 336 437 174 240 824 530 166 175 336 228 825 440 

27年 7月 - 344 474 - 279 838 527 180 165 334 223 907 449 

 8月 - 321 471 - 293 917 532 185 199 336 231 951 436 

 9月 803 307 539 - 267 920 515 171 175 348 237 930 467 

 10月 591 304 475 - 266 880 521 176 173 350 243 921 460 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №511

平成２８年１月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４２１   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


